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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
ＭＳＷニュースは毎月 1 日 

沖縄県医療ソーシャルワーカー協会ホームページに更

新掲載されています 

http://www.msw-oaswhs.jp/ 

 

ＭＳＷニュース SNS 配信開始のお知らせ

があります！！  

各会員必ず確認してください。 

 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年（2020）5 月吉日 

☆ｃｏｎｔｅｎｔｓ☆ 

・ＭＳＷニュースのＳＮＳ配信についてのご案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２ 

・トピックス「沖縄タイムス くらし相談室（医療）」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３ 

・新入会員紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３～４ 

・５月理事会議事録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P５～７ 

＜休載＞ 

研修参加報告、在宅医療・介護連携報告、自主勉強会報告 

http://omotokai.jp/gsession/address/adr010.do
http://www.msw-oaswhs.jp/
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ＭＳＷニュースのＳＮＳ配信についてのご案内 

 

Ｒ２年度中には、紙面でのＭＳＷニュース郵送を終了したいと思います。ホームページ掲載は継続

します。 

Ｒ２年度総会資料と一緒に、会員の皆さんへＱＲコードを郵送します。沖縄

県ＭＳＷ協会員の皆様は、下記の流れに従って登録して頂くようご案内い

たします。 
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トピックス 

------------------------------------------------------------------ 

『分業化され効率性改善 生活課題集団でケアを』 

沖縄タイムスくらし相談（医療） 

2020 年 5 月 18 日(月)掲載済 

沖縄県医療ソーシャルワーカー協会 新垣 哲治 

------------------------------------------------------------------ 

現代社会では、効率性や生産性を求め、その達成手段として仕事を細分化して分業するという

システムが構築されてきました。医療業界もそうです。一つの病院で完結していた時代から、かかり

つけ医を中心に急性期・回復期・慢性期と病院の病床機能を分け、介護が必要な維持期も含め複

数の機関による地域完結型の医療介護提供態勢へと変化してきました。この政策は私たちの働く

病院組織の基本的な方針の一つとなり、患者さんは治療の経過や状態によって病院を効率的に

移っていくようになりました。 

 分業された地域完結型のシステムはたしかに治療効果の向上や在院日数の短縮など生産性や

効率性を向上させた一つの要因になりました。私たち医療ソーシャルワーカーの業務の大半を占

める退院支援でみても病院機能ごとの特異性に対する支援は効率性という意味では改善したのだ

と思います。 

 一方で、分業によって短縮化された支援期間の中では複雑化した生活課題の全体像が捉えにく

くなってしまったり、その社会的要因に対し緩和や改善を目的に働きかけることが積極的にできて

いないことがあります。社会的要因を捉えられなければ認識もできないので人ごととなりますし、働

きかけの必要性は分かっていても組織に与えられた任務で精いっぱいで足踏みしている場面があ

ったりします。 

 あらためてですが、支援者の個々の関わりでは生活課題の本質を捉えられない、あるいは改善

できない場合があることを認識し、既存のサービス提供にとどまらず、共通理念を持つ者同士に加

えて他職種も含めた連携で社会的課題を捉え、集団として働きかけていかなければなりません。そ

のためにも場作りや組織化する力が求められます。 
 

※2020 年度、毎月第 3 月曜日の沖縄タイムス「くらし相談（医療）」欄に掲載されます。皆さんご覧

になって下さい。 

 

 

新入会員紹介 

------------------------------------------------------------------ 

那覇市立病院 総合相談センター 医療福祉相談室 

西原 裕希 

------------------------------------------------------------------ 

今年の 2 月に、新卒から約 2 年間働いた宜野湾記念病院を退職し、3 月から那覇市立病院で 



 4 

 

MSW として勤務しています。 

宜野湾記念病院は 5 階と 6 階に回復期リハビリ病棟があり、3 階が一般病床、4 階が地域包括ケ

ア病床でした。勤務していた2年間のうち、約１年は包括ケア病床を担当していました。宜野湾記念

病院にいたときは、病院の性質上、急性期から患者さんを受け入れることが多かったのですが、現

在は脳神経外科の担当をしており、回復期や包括ケア病床へ送り出す側として、学びの多い日々

を過ごしています。前の職場で得た知識と結びつくものもあり、「急性期ではこうなっていたんだ」と

いう発見もあります。不慣れなこともありますが、サポートしてくださる先輩方もいます。相談員とし

て成長していけるように、頑張っていきたいと思います。 

 

------------------------------------------------------------------ 

新入会員紹介 

沖縄協同病院 地域連携課 嘉数 星華 

------------------------------------------------------------------ 

初めまして、４月から地域連携室に入職となりました嘉数星華です。専門学校卒業後、就労継

続支援 B 型事業所で生活支援員、小規模多機能ホームで介護福祉士として勤め、４月から社会

福祉士として働くこととなりました。様々な対象者の相談援助に対応できるソーシャルワーカーにな

りたいと思い、MSW を経験し学びたいと思ったのが入職希望のきっかけでした。今後は勉強会にも

参加し知識や援助技術を身につけ、クライアントや現場の職員からも信頼されるソーシャルワーカ

ーになりたいという目標に向かって頑張りたいと思います。ご指導よろしくお願いします。 

 

------------------------------------------------------------------ 

新入会員紹介 

沖縄協同病院 地域連携課 稲福 北斗 

------------------------------------------------------------------ 

初めまして。今年度より沖縄協同病院に入職しました稲福北斗と申します。今年度の 4月から新

卒で入職し、社会人としても、MSW としても力不足ではありますが、周りの先輩方達に教えていた

だきながら日々の業務に励んでおります。今後は５階病棟の外科・脳外科を担当していく予定です

のでよろしくお願いいたします。 

また、積極的に研修やイベントにも参加していき活躍できる存在になりたいと考えておりますので

今後とも宜しくお願いいたします。 

 

※新型コロナウィルス感染拡大の影響で、各種研修・会議・自主勉強会が中止・延期になり、報告

はありません 
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5 月理事運営会議事録 

------------------------------------------------------------------ 

２０２０年度 ５月 MSW 協会理事会  

2020 年 5 月 18 日（月）19：00～21：00 

場所：zoom での開催 

------------------------------------------------------------------ 

【参加者】樋口会長、新垣副会長、當銘事務局長(司会)、安慶名、長、伊禮、石郷岡、奥平 

香村、秦、山城、小橋川（書記） 

【欠席者】又吉副会長、高江洲、大久保 

 

【報告事項】 

1. 各部報告 

〔研修部〕香村理事 

・いつから研修を開始するか、今後理事会で確認していく。  

・初任者研修の件 昨年は 20 人～25 人参加。 

 日程は決まっていないが、初任者研修の案内をかけ、社会情勢を加味して中止の場合がありえ

る、という文言をいれ、柔軟に対応できるように進めていく。プログラムを作成して対応できるよう

準備する。 

・4 団体の中でも同じ問題を抱えており、イーランニングを検討している団体もある。 

 

〔広報部〕安慶名理事 

・ホームページの内容の変更について、総会後の 7/1 を目標に進める。 

・デザイン事業の報告をホームページに掲載する。 

・協会の歴史の中身を精査していく。 

・今月のＭＳＷニュースの編集担当者は那覇市立病院 下地さん。 

各研修、自主勉強会が中止になっており今月も掲載できる記事が少ない。 

・ＳＮＳ登録者次第で紙媒体でのニュースを終了する予定。 

現段階で 50 人程登録 会員数 140 の内 100 人を目標に紙媒体での配信を終了したい。 

ＳＮＳ登録で必要なＱＲコードはホームページに載せずニュース中に入れて案内する。 

 

〔社会活動部〕秦理事 

・福祉の窓について 

各病院で担当者が決まれば秦さんへ報告。ラインでも可。 

原稿締切、文字数、編集委員会について確認して再度報告を予定。 

「福祉の窓」の継続については、4 団体で確認する。 
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〔事務局〕 

新入会届 沖縄協同病院   2 人 

退会届   とよみ生協病院  1 人 

 

各病院に新入職した方へ、入退会手続きの声掛けを協力依頼したい。 

 

・各団体ともに研修への対応の話が主だった 

ＰＳＷ協会は、11 月までに研修が開催できなければ、会費の返還や減額を検討している。 

社会福祉士会は、少人数・短時間で開催を予定   

基礎研修 1～3 のＷｅｂ研修、イーランニングを 6 月から開始予定。 

・ソーシャルワーカー学会について 

 毎年 8 月に 1 度集まっているが、今年は 6 月 7 月の状況を見て、8 月に集まれるか判断する。 

リモート会議にするのかも検討。 

今年はＰＳＷ協会が事務局で進めていく 毎月第 2 木曜日 6 時 30 集合 

 

〔総会について〕 

・出席通知者の書面評決ＦＡＸが徐々に集まっている。 締切 5/23（土） 

・催促の案内時に、協会ＳＮＳ登録も促す。 

・理事も書面評決を早めに提出する。 

 

退会届が出ていない方も多く存在する  名簿で最終確認する 退会届を出さないといけないが居

場所がわからない人もいる。病院から確認がとれれば除外も可能。 

 

総会日時 6 月 15 日(月) 

18：30～担当者は打ち合わせ 

19：00～19：30 総会 ＺＯＯＭで閲覧可能にする 閲覧希望者はラインに登録するよう案内する  

19：40～理事会     

 

1、事務局変更について 

①総会成立後、那覇市立病院へ引き継ぎ 事務局、通帳の引き継ぎを行う。 

 

②関係機関へ  

総会終了後、会長の変更、事務局の変更について どこに案内するか検討。  

新旧の会長からのコメントを載せた案内を出す予定。 

 

③新役員の名刺印刷 

協会の連絡先 所属先の連絡先をいれる形か検討。熊本、大分、両会長の名刺も参考にする。 



 7 

④新三役、監事、登録変更をおこなうので届出が必要。必要書類は次の理事会までに當銘さんへ

提出する。 

 

2、デザイン事業 

こころえのポスター、リーフレット作成 。研修は、後半におこなう予定。 

上記作成は、印刷会社へ依頼する予定。 

後半は普及啓発の方法 活用方法 県の事業でどこまでやるのか 各圏域に下すのか方法を 

考えないといけない。送りつけるだけでは広まらない。Ｄｒ高山 活用方法のＤＶＤ作成は？ 

圏域の研修のツールで使ってみる。初任者研修など各病院で使ってもらう事で評価も必要 

具体的な啓発方法をおろした方が分かりやすいのではないか。 

北部では送付だけではなく研修しながらモニタリングが必要ではないかと考えていた。 

 

ワ―キンググループを作って話し合って進めていく。ポスター、リーフレットの有効的な使い方に 

関して提案があれば、理事会へ提出。 

 

【その他】 

理事会の議長は司会？定款では、議長は会長と記載されている。 

議事録は、議長と出席した幹事で サインと押印が必要 保管用は事務局で保管。 

理事会で前月文を伊禮さんへ渡し保管。保管期間について、文書管理規定を確認、または作成。 

 

6 月もＺＯＯＭ会議 

※次回理事会 2020 年 6 月 15 日（月）19：40～     司会：樋口 書記：大久保 連絡：樋口  

 

議事録署名人  新垣哲治  

 

     

☆編集後記☆ 

県内では新型コロナウイルスの感染が少しずつ落ち着いてきました。自粛期間中は Netflix で映

画やドラマを観ておうち時間を過ごしていましたが、会員の皆様はどのようなおうち時間を過ごして

いましたか？以前のような生活に戻るにはまだしばらく時間がかかりそうですが、引き続きうがい・

手洗いを忘れず、感染予防に努めていきましょう。 

日々業務でお忙しい中、快く原稿を引き受けて下さった会員の方々、ありがとうございました。 

 

沖縄県医療ソーシャルワーカー協会 ホームページ 

http：//www.msw-oaswhs.jp/ 

 

 


